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講演・イベントのお知らせ�

第15号  2007.1

彩の国コミュニティ協議会（埼玉県総務部県民・消費生活課内）�
〒330-9301  さいたま市浦和区高砂3-15-1　電話  048-830-2819　FAX  048-830-4750�
ホームページ　http://www.pref.saitama.lg.jp/A01/BQ00/community/com.htm 埼玉県のマスコット�

コバトン 

P2

P3

P6

P7

P8

主な内容�主な内容�

編集・発行�

特 集�

・会員紹介への掲載を希望される会員の方を募集しています。希望される会員の方は、事務局まで御連絡ください。�
・「プチ情報」への情報掲載を希望される会員の方を募集しています。�
　詳細については事務局へお問い合わせください。(60字×４行程度での記載になります。)

お�知�ら�せ�

プチ情報 … ページの欄外に役立つ地域情報を掲載しています。�

冬の定
番、鍋

料理で
すが、

最近で
は、和

・洋・
�

中と味
も種類

も豊富
になり

ました
ね。�

今晩は
、我が

家限定
のオリ

ジナル
鍋に挑

戦！�

�

�

�



優秀賞を受賞した団体のうち、県民の日記念式典にて代
表を務めていただいた「アポポ商店街振興組合」の活動に
ついて紹介します。

●「アポポ商店街振興組合」とは？
入間市駅前にある商店街を支えている振興組合です。
「アポポ」とは平成11年に全国から公募し採用された名
称で、「アっというまにひとがポコポコ」集まる街という
意味が込められているそうです。
●活動に携わっている人は？
商店街振興組合という名称のとおり、会員は小売店を始
めサービス業や事業所等で、元々は約20でしたが現在は96

の会員がおり、まだ増え続けています。
他にも、活動に携わっている人、団体等がたくさんあります。
例えば、商店街の近辺には丸広、コナミスポーツクラブ
等の大型店がありますが、大型店と近くの商店街との共同
事業として「いるまんなか協議会」をたちあげ、スタンプ
ラリーやイラストマップの発行などを行っています。

また、NPOや学
校、地域の協力を得
て商店街最大のイベ
ント、「サマーフェ
スティバル」が毎年
８月に行われていま
す。横田基地の音楽
隊による野外ライブ
をはじめ、小中学生
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日ごろ住みよい地域社会を実現するため、積極的な実践
活動を地道に続けている、個人や団体の活動と功績を称え
る表彰です。
清掃活動や郷土芸能の伝承などさまざまな活動の個人

144、団体54、計198件が受賞されました。

11月14日�に「平成18年度県民の日記念式典」が埼玉会館
にて開催され、シラコバト賞、あしたのまち・くらしづくり
活動賞の表彰が行われました。
受賞者を代表して５名の方に当協議会会長 上田 清司

埼玉県知事から賞状、副賞の盾が授与されました。他にも、
知事表彰、県民の日にちなんだ小、中学生の絵画や作文コ
ンクールの表彰なども行われました。
当日はたくさんの方に御列席いただき、華やかな式典と
なりました。
また、県内の鉄道各駅では、「県民の日フリー乗車券」

の発売も行われました。

平成18年度

地域が直面している課題を自らの手で解決し、住みよい
地域社会の創造をめざし、斬新な発想により地域社会・く
らし・ひとづくり活動に取り組み、多大な成果を挙げられ

県内各鉄道会社にご協力いただき、
「県民の日」に限り各鉄道会社ごとに
乗り放題になる「県民の日フリー乗車
券」の発売が行われました。
多くの方にご利用いただきました。

によるブラスバンド演奏、
そしてフリーマーケット
の開催等を行っています。
また、駿河台大学は商
店街に「駿台ふれあいハ
ウス」という地域拠点を
置き地域行事に参加して
います。
学生達の地域活動への

参加は大学から近いとい
う立地条件の良さによることもありますが、若者が参加し
やすい環境づくりをする商店街の取り組みも大きく貢献し
ています。
また、大学、企業、地域が協力、協働する要因として、

これらの団体と情報を共有していること、また、真摯な活
動が認められ信頼を得たことが挙げられます。
●最後に
今回紹介した活動以外にも、景観整備事業や「花と緑と
香のみちづくり事業」など、さまざまな事業を行い活気あ
る街作りに取り組んでいます。
これまでは街作りをメインに活動してきましたが、これ
からはハード面もソフト面も充実させ、入間の顔となるよ
うな商店街にし、次代を担う若い人達も希望を持てる街に
なるよう決意を新たに活動を続けていくそうです。
８月にはサマーフェスティバル、12月にはクリスマスバ

ザールが行われます。みなさんも足を運んでみてください！
アポポ商店街振興組合ホームページ　http://www.apopo.net/

た住民集団・企業等に贈られる賞で、３団体が優秀賞を受
賞されました。
《住民活動分野》
◎子育て支援活動部門　上尾市主任児童委員連絡会　　
◎まち・くらしづくり活動部門　生出塚団地自治会

《企業の地域社会貢献活動分野》
◎アポポ商店街振興組合

花と緑と香りのみちづくり事業
植栽作業

サマーフェスティバル
横田基地音楽隊野外ライブ

アポポ商店街振興組合 ～ナンバーワンより地域のオンリーワン！～

シラコバト賞

あしたのまち・くらしづくり活動賞

県民の日フリー乗車券
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2006花い
っぱい咲いたまフラワーコンテスト2006花い
っぱい咲いたまフラワーコンテスト2006花い
っぱい咲いたまフラワーコンテスト

受賞団体決定 !受賞団体決定 !受賞団体決定 !
花を中心とした活動は地域のコミュニティを育て、安心・安全な地域づくりにもつな

がるとともに、子どもたちの優しい心をはぐくみます。さらに地域を訪れる方たちを花
で迎えることにもなりイメージアップにつながることが期待されます。
このような活動をさらに広めて、四季折々の「花いっぱい埼玉」を目指して地域で、

学校で、そして職場などでの花いっぱいへの取組を広く紹介し、その努力を称えること
にしました。
応募いただいた、いずれの取組も、花に携わる皆様の熱意、地域を良くしようとする

意気込み、絶え間ない努力が強く感じられるものばかりでした。
ホームページで審査結果や応募団体の活動について見ることができます。
ホームページ　http://www.pref.saitama.lg.jp/A01/BQ00/hanacon/index.html#lnk2

審 査 ・ 投 票

専門家による審査と、
11月に「2006彩の国食と
農林業ドリームフェスタ」
会場にて県民投票を行い、
受賞団体が決定しました。
県民投票では、多くの

方に投票いただきました。

表 　 彰 　 式

平成18年12月９日�埼
玉県知事公館で表彰式が
行われました。
雨にもかかわらず、受

賞者や後援、協賛企業等、
多数の方々に御出席いた
だき盛大に行われました。

�活動場所　�活動規模　�活動人数　�活動開始時期
�活動内容　�苦労面・工夫したところ　�活動の特徴

� 元荒川河川敷公園(椿山１丁目) � 面積：約7,000㎡　� 43人
� 平成14年２月～　
地域の公園づくりに自治会が設計段階から関与し、造園工事後、自治会ボランテ

ィア組織「椿山フラワーズ」を発足しました。
� 任意参加で開墾・植付け・移植・種蒔き・除草・草刈・散水・せん定・施肥・
ゴミ拾い等の作業を実施しています。
毎週、水・土・日のＡＭ8:00～9:30(雨天・強風中止、12月下旬から２月末は冬休

み)の定例作業と、月１回、原則として月末の土曜日(雨天の場合は日曜日に順延)に
一斉作業を行っています。
また、上記の日時以外に、会員が各自の都合で、気づいた作業を任意自由に実施。

� 住民参加型公園づくりに向けて、どんな公園がよいかパブリックコメントを実施し、住民ニーズ対応・合意形成しています。
会員に毎月、作業予定と作業日誌等のお知らせを配布。また、自治会のお知らせ回覧で年数回経過報告・参加募集のＰＲ
をしています。
雑草繁茂は、荒れた印象となって花の美観を損なうので、花壇・花畑・縁取りの除草を励行、併せて、様々な角度から花
鑑賞・景観を楽しめるように、舗装の主園路・細園路以外に通路網を追加設置、定期的に雑草を刈り払って、人と自然に優
しい手づくりの散策路・遊歩道づくりを行っています。
また、花畑エリアを増すため、雑草地の開墾作業も実施しています。

� 活動の目的は、「住民参加で花と緑の公園づくり」です。
各人の都合に合わせて無理なく、楽しく参加でき、心身の健康づくりの一
助となる、市と市民協働の市民参加型公園となっていますが、さらに参加
しやすく、土と親しむ地域住民交流の�場�づくりを指向しております。
コンセプトは、近くの公園で四季折々の花が観賞できる地域の憩いの空間

づくりです。
開かれた組織として情報公開、ネット掲示を行っています。

ホームページ　http://www003.upp.so-net.ne.jp/nozu/flowers.html 

会員が手分けして手際よく花壇に
植え付け作業

のり面下花畑のジャーマンアイリスが一面に開花

受賞団体(地域の部)活動紹介

優秀賞 椿山フラワーズ(蓮田市)



4

駅南タクシー乗り場ロー
タリーに、見通しよく、
はなやかに植えています。

� 深谷駅南ロータリー、南通り他　� 深谷駅南ロータリー、深谷駅南タクシー乗り場ロータ
リー、角(カド)公園、南通り植栽マス　� 30人

� 町をガーデンシティにしようという市の呼びかけに応じて発足した「深谷オープンガーデン花仲
間」の会員が、各自の庭だけでなく、町の中も花でいっぱいにしようと、公園や駅前ロータリー等、
公共の場所にアダプト制度により花木や草花を植え始めました。
� 深谷駅南ロータリー、南タクシー乗り場ロータリー等では、年に抜き取り２回と植え込み４回
を行っています。また、除草作業や夏場に週１回除草作業している所もあります。
角(カド)公園では、会員が時間のある時自由に除草、花がら摘み、植え替えをしています。

� 道路沿いの植栽マスは、乾きがひどく水やりに苦慮します。また、雨の時は道路の水が一気に流れ込
み、播いた種やプラグ苗が流されることがあり、いつも気を配っています。土、腐葉土、肥料、殺虫殺
菌剤等目に見えにくいものにかける費用に苦慮します。抜き取った草や枝葉はなるべく土に埋め込んで、
有機肥料にしています。種子は採取して来年度に使ったり株分け苗は仲間や町の人に分けています。

�　オープンガーデンをベースにしていますので、オープンガーデンに訪れたお客様にも地域の人々にも楽しんでもらえるこ
とを念頭に活動しています。「角公園」等は会員の庭の余剰苗や種子でできあがったもので自慢の箇所です。

� 東松山市街地　� 東松山市街地を中心に18商店会(支部)約18㎞。 � 約500人
� 平成12年６月～
お客様をもてなす「花いっぱいの街づくり」を目指して、８年前から取り組んでい
ます｡
ハンギングバスケットを選んだのは、人間の目の高さに掛けるので目につきやすく、
地面に置かないので通行の邪魔にならないからです。
� 「花と歩けの街」東松山で買物をするお客様にやすらぎを与え、商店街への親しみと、
街を歩く楽しさを味わっていただくために、ハンギングバスケットフラワーを製作し、

駅から市役所までハンギングバス
ケットロードとして飾り付け

街路灯や店頭に飾っています。一つのバスケットに14～15個の花の苗を植え込みます。春(５～６月)と秋(10月)に植え替えを
行い、市内に1,000個のハンギングバスケットフラワーを飾ることで、１年間を通じて花を楽しめます。
さらに個々のバスケット製作レベルを上げるためのコンテストを開催(本年で５年目)しており、質・量共に日本一のハン
ギングバスケットの街を目指しています。
� 「ハンギングバスケットフラワー」と言う言葉も知らない会員がほとんどだったので指導者を招いての説明会や、各地区
での役員への講習会を何度も開催しました。小さなバスケットにたくさんの花を植え込んでおり、しかも街路灯などに掛け
てあるので乾燥しやすく、また、冬は凍ったり夏は水枯れするなど水やりが大変でした。各商店街ごとに担当者や地区を決
めて、手入れをしています。
� 東松山市商工会が、花の商店街・日本一のハンギングバスケットの街づくりを目指しています。
また、花作りを通じて、商工会女性部や各商店街女性部の交流や親睦が大変深まりました。また、東松山駅から市役所ま
でのハンギングバスケットロード作りには、商店会員以外の市民も多く参加しています。

自由花壇

� 中川やしおフラワーパーク(中川河川敷) � 46区画(１区画約16㎡)延長300ｍ
� 約80人
� 平成11年３月～
平成８年度に、中川河川敷を当時の建設省から借り受け、商工会と観光協会が管理
運営するフラワーパークを開設しました。
当時、河川敷は不法投棄が絶えなく、これらの解消と隣接する商工会の活性化を目
的に「中川やしおフラワーパーク」を開設し、現在では花桃、菜の花、コスモスで市
民に鑑賞していただいています。さらにフラワーパークを充実するために市民による

自由花壇を設置しました。
� 平成９年３月にオープンした「中川やしおフラワーパーク」内に自由花壇を設置、文字通り市民に自由に花づくりを楽し
んでもらっています。各自が種代、肥料代、土壌改良等の費用を負担し随時活動しています。ほとんど毎日のように世話を
している人もおり、この花壇が生きがいになっていたり、障害者の皆さんの活動の一環にもなっています。
� 当初は散水設備もなく水運び等大変苦労しました。
また、46区画もありますので、各区画でばらつきができたりします。どのように個性を活かし、尚かつ統一性をもたせるか
に苦労しています。今後は、自由花壇コンテストのようなものも検討しています。
� フラワーパーク全体がボランティアの方々で運営しておりますので、何から何まで手作りの状態です。地域住民、小学校、
ガールスカウト、福祉団体、企業、商店会等の協力なしには、この活動を維持するのは困難だと思います。

入　賞 深谷オープンガーデン花仲間(深谷市)

入　賞 東松山市商工会(東松山市)

入　賞 中川やしおフラワーパークみんなの手で育てる会(八潮市)
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山からの湧水で水もたまり、池を回る道
もでき、アジサイを植えていく

� 小鹿神社及びその周辺
� 神社の境内とその周辺の杜　約3,000㎡　用水沿いの道1.5㎞　�　約20人
� 平成17年６月～
旧下小鹿野村の村社として住民の信仰を集めた小鹿神社も、建物も境内も荒れ
放題になっていました。この状態に心を痛めた住民がアジサイを植え、少しずつ
殖やしていきたいと申出をしました。神社の管理責任者も賛同し、近所の人達も
それに応え手伝ったのが始まりで、この人達が中心となり、昔のように人が集ま
り憩える場所にするため、アジサイの公園造りを目指す会が結成されました。
� 神社の境内と、側を流れる小鹿野用水沿いの道に、アジサイを記念樹として植

樹希望者を町内外から募り、植えています。(これまで200名以上の方から400株を超える申込みを受け付け植樹)。
主に草苅と植樹を中心に月に２日程度の活動をしています。

� 紫陽花の神社は泉田と信ノ石の境にあり、それぞれは１つの点でしかありません。
この２つの地区を花で結ぶために、アジサイとムクゲの散歩道を計画し、今年になって２地区の全戸(約450)に呼びかけた
ところ、申込みが急増し、少人数では植える場所の整備が追いつかない状態が続きました。
また、初めてアジサイ祭りを開催したところ、大勢の人が来場し、花と各種催事を楽しみ喜んでいただけました。その後、
作業にも協力してくれる人が増えつつあります。いつか地域全体がアジサイの里となるのが夢です。
� アジサイ公園を自分達の手で造っていくことで住民同士の融和を図り、花の散歩道は住民の健康増進にも役だっています。
やがては、観光客までが来て歩いてみたくなるような地域にしようとするこの活動は、多くの賛同者の協力と資材の提供な
くしては成立しません。行政側もこの住民活動の意義を理解し協力してくれています。

� 出羽公園　� 自治会が33自治会、学校が６校および一般の栽培希望家庭で
チューリップの育成(平成17年度　46,000本) � 約10,000人
� 平成14年６月～
出羽地区コミュニティ推進協議会の内部に「まちづくり特別部会」という組
織が作られ、将来像などについて様々な意見交換がされました。その結果、地
域の方々の手でできるまちづくりとして、「出羽公園を大勢の地域の方々が集
い、憩う地域のシンボル公園として位置づけ、各種イベントを開催したり、公
園環境を改善して地域のコミュニティの場にしていこう」という方針を打ち出
しました。そして、シンボル公園事業部会が組織され、「出羽チューリップコ
ミュニティフェスタ」に取り組みました。 巨大チューリップガーデンへようこそ！

� 毎年、地区の方々や地区内小中学校の児童、生徒に、チューリップの鉢植え栽培をお願いし、開花時期に出羽公園に持
ち寄り、４月初旬に巨大チューリップガーデンを完成させます。そして、鑑賞期間の最終日には、各種イベント、模擬店、
チューリップ無料配付などを行います。
� イベント開催時にチューリップの開花を合わせることが難しく、一部、温室や冷蔵庫を使用して調整を行っています。
鑑賞期間中の施水は、公園内の水源が少なく、ホースを長くつないでの長時間にわたる作業になっています。以前は、土
を地域の方にわけていただいていましたが、固く扱いづらいため、今回から埼玉県新三郷浄水場の土を利用し、ピートモ
スを混ぜて使用しています。
� この事業には、「たった３本のチューリップの鉢植えではありますが、一人ひとりがそれぞれに責任を果たし、目的を持った行
動をし、そしてみんなの力が結集すると巨大チューリップガーデンが誕生する」という協働参加、地域連帯、コミュニティ形成
というメッセージが込められています。今回は、水耕栽培で育てたチューリップを池に浮かべて鑑賞していただき、好評でした。

地域の部以外には以下の団体が受賞しました。
学 校 の 部
優秀賞 ・川口市立並木小学校(川口市)

入 賞 ・久喜市立久喜北小学校(久喜市) ・富士見市立諏訪小学校(富士見市)

・さいたま市立植水中学校(さいたま市) ・春日部市立富多小学校(春日部市)

職 場 の 部
入　賞 医療法人緑光会 東松山病院(東松山市) ・戸田市役所部課長会(戸田市)

審査員特別賞
・三校合同連絡会(寄居町) ・花ロード美女木(戸田市)

寄居町立桜沢小学校 戸田市立美女木小学校
寄居町立寄居中学校 戸田市立美谷本小学校
埼玉県立寄居高等学校 美女木地区まちづくり協議会

ＮＰＯ戸田ＥＭピープルネット

入　賞 紫陽花公園記念植樹会(小鹿野町)

入　賞 出羽地区コミュニティ推進協議会シンボル公園事業部会(越谷市)
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～埼玉県県民活動総合センター　講座・イベントのご案内～
☆けんかつ新春落語会　平成19年２月18日(日) 14時～　料金1,000円(チケット販売) 定員300人
古典落語に定評のある柳家さん喬のほか、落語会で期待の集まる若手噺家による落語等をご鑑賞ください。

☆佐山雅弘クロニクル　平成19年３月３日(土) 15時～　料金3,000円(チケット販売) 定員350人
佐山雅弘ピアノトリオ(ピアノ、ベース、ドラム)に５本の金管楽器を加えた８人編成で楽しいジャズコンサートをお贈り

します。
☆他にも多数イベント・講座があります。詳細についてはお問い合わせください。
埼玉県県民活動総合センター�048－728－7113

会�員�
�
紹�介�会�員�

�
紹�介�

株式会社テレビ埼玉は、昭和54年４月１日に開局し、
「価値ある情報を提供する映像メディア企業として、地域
の期待に応える」ことを経営理念としています。
平成17年12月１日からは、全国に先駆けて地上デジタル
放送をスタートさせました。私どもはこれを「第２の開局」
と捉え、これまで以上に地域の皆さまから親しまれ、愛さ
れる企業を目指し、平成18年４月１日からは、愛称を「テ
レ玉」、タグライン(企業のブランド・メッセージ)を「あ
なたにカンケイあるテレビ」と制定しました。
また卵の形をした新キャラクター「たまごろー」を番組
やＣＭに登場させ、地域の皆さまと心がつながりあえるコ
ミュニケーションづくりに取り組んでいます。

株式会社　テレビ埼玉�株式会社　テレビ埼玉�企業会員�

私どもでは、安心な安全な住みよい地域社会づくりに貢
献するため、報道機関として平成11年より「環境キャンペ
ーン」をはじめ、平成17年からは「安心・安全キャンペー
ン」を継続的に展開しております。
「環境キャンペーン」では豊かな埼玉の自然を未来の子
どもたちに残すため、収益の一部をさいたま緑のトラスト
基金に寄付させていただきました。
また近年、子どもを狙った事件が増加する中、子どもた
ちを犯罪から守るよう「keeping children safe ! 子ども
たちを守ろう」を合言葉に、子どもたちの安全をテーマに
した特集コーナーやＣＭを放送し、広く防犯を呼びかけて
います。

今後も私どもでは、環境や防犯への意識を喚起すること
で、「日本一安心で安全な埼玉県の実現」をサポートした
いと考えています。また私どもでは事前に予約をいただけ
れば、社内見学も受け付けています。学校の自由研究など
に、どうぞお気軽にお問い合わせください。

◎株式会社テレビ埼玉
〒330-8538

さいたま市浦和区常盤6-36-4

TEL 048-824-3131㈹
http://www.teletama.jp

【安心・安全
キャンペーン】

設立と趣旨
昭和47年に社団法人埼玉県栄養士会として設立し「法人
化33年目」を迎えました。
本会は、県内に勤務または在住の管理栄養士・栄養士の
職能団体として、1,700余名の会員と65社の賛助会員で組
織されており、公益事業・会員の資質向上を目的に活動い
たしております。

公益事業
公益事業としては、栄養ケアステーションを開設し、①
栄養・健康づくりに関すること、②居宅傷病者の栄養・食
事指導等を医院・クリニックと連携し実施しています。
また、特定高齢者の低栄養改善事業についても、地域包
括支援センターを通じ参画しています。
県内の各種イベントにも積極的に参加しています。�彩

の国米まつり�では食生活相談コーナーを、�親子おにぎり
教室�では幼稚園等で親子でおにぎり作りを、高校生を対
象にした“骨密度測定会”の栄養講話等、県民の健康保持
増進及び疾病予防を図ることを目的に取り組んでおります。

組織と活動内容
本会の会員は様々な職場を起点に活動しております。

団体会員�
（県域団体）� 社団法人　埼玉県栄養士会�社団法人　埼玉県栄養士会�

職場別に７つの協議会・地域別に４つの分会があり、主
な活動の場は、学校(児童生徒の学校給食、食生活指導)、
行政(保健所、市町村保健センター等)、病院(栄養管理、
食事指導、給食管理等)、福祉施設(介護施設、保育所等)、
事業所の給食管理・保健指導、地域での活動を専門に担当
する会員等様々なところで幅広く活動をしています。高齢
化社会を迎え県民の皆様が�いつまでも元気で長生き�が
できるように予防を重視した支援活動を続けてまいりま
す。
★ホームページ★
http://www.saitamaken-eiyoushikai.or.jp/
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～消費生活講演会と消費者団体訴訟制度説明会～
内閣府国民生活局の担当者を迎え、「消費者団体訴訟制度」を周知するための説明会を開催します。また、村千鶴子弁護士を

迎え、「消費者の権利と責任と消費者被害の未然防止」をテーマにした講演会も併せて開催します。
☆日時：平成19年２月８日(木)午後１時30分～午後４時30分
☆会場：浦和コルソホール(７階)

☆定員：300人(先着順)

☆申込み・お問い合わせ：埼玉県消費生活支援センター　�048-261-0995

突然、販売業者の訪問を受け、事業者の巧妙な話術で内容もよく理解しないまま契約させられたり、契約の意思がなくても
しつこい勧誘に負けて、いやいや契約をさせられるなどの消費者被害が増加しています。
特に、一人暮らしの高齢者や昼間高齢者だけになる家庭、また判断能力が不十分な人を狙い撃ちにするような悪質な事業者
が増えています。
このような消費者トラブルをくい止めるためには、高齢者本人が問題意識を高めるとともに、ご家族や周りの方々に日頃か
ら高齢者の様子を気にかけていただき、地域の諸機関と連携して、高齢者を見守っていくことが必要です。

①だまされたことに気づきにくい
・悪質事業者は、優しい言葉で近づき、高齢者の話し相手になってくれます。
②被害にあっても誰にも相談しない
・被害にあっても迷惑をかけたくない、だまされた自分が悪いと自分を責める方もいます。
・悪質事業者の中には、巧みなセールストークで不安をあおったり、「誰にも言ってはいけない」等と、口止めをするケー
スもあります。

� 高齢者の消費者トラブルの特徴

� 高齢者の不安につけ込む悪質事業者の主な手口

� トラブルを避けるための注意点

・身体によい　　　　・ガンが治る�
・病気が治る　　　　・安眠できる�
�・湿気が多い　　　　・家が倒れる�
・光熱費が安くなる�
�・将来必ず値上がりする�
・絶対損はしない�
�・先祖の供養のため　・雰囲気に飲まれて�

手　口　･　トーク� 商　品　･　サ　ー　ビ　ス�

浄水器･磁気活水器類　　　　　健康食品(サプリメント)�
健康器具･磁気鉱石等商品　　　布団類･抗菌、防臭商品等�
�床下調湿剤･シロアリ駆除　　　耐震工事･リフォームエ事�
太陽光発電設備等�
�先物取引･未公開株･ファンド商品�
海外先物オプション等�
�印端･壺など(霊感商法)　　　　健康関連商品(SF商法)

健　　康�

住　ま　い�

老後資金�

孤独感他�

不　安�

①見るだけ、話を聞くだけと言われても、知らない人
を家に入れない。
②訪問者がどこのだれか、何の用かが分かるまでドア
は開けない。
③本当に自分に必要な商品やサービスなのかをよく考
え、必要ないときは、ハッキリ断る。
④その場で決めず、契約の前に家族や身のまわりの人
に相談する。
⑤契約や工事を急がせる業者には気をつける。

①見慣れない人物が出入りしている。
②「日用品を無料でもらえる。」などの会話に注意す
る。(催眠商法が近所で開催されており、その手口
に乗っていないか。)

③玄関先に見慣れない段ボール箱や新しい商品が置い
てある。
④新しい布団や多量の健康食品、医療器具など普段見
慣れないのが必要以上にある。
⑤お金に困っている様子が見られる。

県では、消費者が悪質事業者によるトラブルに巻き込まれるのを防ぐために、「くらしの契約トラブル」と題して、悪質商
法や架空請求などの事例やトラブルに巻き込まれた際の対処法など、消費生活に関する様々なテーマについて、出前講座を実
施しています。県内であれば、いつでもどこでも、昼夜休日を問わず、県職員がみなさまのところにおじゃましてご説明いた
します。（無料）多数のお申し込みををお待ちしております。お気軽にお申し込み下さい。

消費生活関連講座「くらしの中の契約トラブル」 県民・消費生活課 �048-830-2935

「くらしの中の商品テスト」 消費生活支援センター �048-261-0982

～　高齢者の消費者トラブルが社会問題になっています。～



「映画によるコミュニティづくり」講演会参加者募集�

8

賛助会員募集始めました！�賛助会員募集始めました！�賛助会員募集始めました！�
～入会者にはもれなく記念品をプレゼント～�
彩の国コミュニティ協議会では、県内各地で行われている様々なコミュニティ活動や地域
社会貢献活動に対する理解と支援を拡大するため、今回、個人を対象とした賛助会員制度を
新たに創設し、募集することといたしました。
つきましては、会員の皆様におかれましても募集に御協力くださいますようお願いします。

１　資格要件
協議会の趣旨に賛同し、その活動に参加・協力していただける個人

２　会費
１口　　2,000円/年

３　特典
（１）彩の国コミュニティ協議会が主催・共催する事業等の御案内をします。
（２）会報「コミュニティの輪」（年４回発行）を送付します。
（３）入会記念としてコバトンストラップをプレゼント！
４　平成18年度中に入会手続きをされた方への特典
（１）平成18年度会費を無料とします。（納入いただいた会費は平成19年度会費とします。）
（２）上記３の特典は、平成18年度から適用します。
５　お申し込み方法
入会案内リーフレットを郵送させていただきますので、下記お問い合わせ先まで御連絡ください。
リーフレット添付の振込通知書に必要事項を記入の上、郵便局にてお振り込みください（手数料無料）。

６　お問合せ
〒330-9301 さいたま市浦和区高砂３－15－１　埼玉県総務部県民・消費生活課内
彩の国コミュニティ協議会事務局
ＴＥＬ：０４８－８３０－２８１９　　ＦＡＸ：０４８－８３０－４７５０

～平和資料館からのお知らせ～
平和資料館では、戦争に関する資料の展示やアニメ映画の上映など、様々な事業を行っています。皆様の御来館をお待ちし

ています！
☆〈アニメ映画会〉①「チョッちゃん物語」１月13日（土）13時30分～　②「星空のバイオリン」２月10日(土)13時30分～
☆〈平和文化展〉１月28日（日）まで　
☆〈テーマ展「雑誌・新聞附録に見る時代の世相」〉２月17日(土)～４月８日（日）
☆お問い合わせ　埼玉県平和資料館　東松山市大字岩殿241-113 �0493-35-4111

「街中に映画館をつくることで人々に話題を提供し、映画観賞後のお茶や食事が街に、にぎわいを生む。」
そんなコミュニティづくりを目指して「ＮＰＯ法人市民シアター・エフ」を立ち上げ、深谷に日本初のコミュ
ニティシネマとしての映画館を開館させた、竹石 研二 氏による講演会を行います。みなさまぜひ御参加ください！

：平成19年１月30日（火）午後１時30分開会
：埼玉県秩父地方庁舎３階大会議室（西武秩父駅または御花畑駅下車徒歩５分）
：「映画によるコミュニティづくり」
ＮＰＯ法人市民シアター・エフ代表理事 竹石 研二 氏
：参加費無料（交通費はご負担ください。）
：平成19年１月24日（水）
：秩父地域創造センター　電話　0494－24－1110  ＦＡＸ　0494－24－1741

日 時
場 所
講 演

費 用
申込み期限
申 込 先

「防犯のまちづくり」への取組 「花いっぱい緑いっぱい県民運動」への取組


